	　令和７年度第２回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	令和８年２月２日　月曜日　午後15時00分から午後17時00分まで
公益社団法人　國民會館　小ホール

	（大阪市　中村氏）

発言内容

○傍聴者　中村といいます。

　先週の部会のときに発言したのですが、ここの22ページのところの「海面上昇等を考慮する」というところで、もう少し表現を数値的というか、我々一般市民が分かるようなことで、「対しては考慮する」という表現にしてほしいと言ったと思うんですけども、例えば、ここが資料として直す時間がなかったというのであれば、事務局というか、説明者の方が、治水計画の立案にあたっては、気温が２℃上昇のときはなんぼ、４℃のときはなんぼ海面が上がり、大阪府下の河川の流出量が変化すると考えられるので、海面上昇等を考慮するというぐらいの説明を、私は事務局はすべきではないかと思います。

　それともう１点は、今日の資料の、私の理解が悪いのかも分かりませんけども、資料２のところのタイトルですけども、「犠牲者ゼロを目指して」となっているんですけども、この犠牲者というのは、いわゆる水害、災害によって起きる犠牲者を指しているのか、何かの事案、事象に対して、この「逃げる」ということに対する逃げ遅れが起きないようにするゼロなのか、もうちょっとはっきりしておかないと、この全体を読んでいるときに、この資料２全体が防災に対する考え方なのか、水の避難、洪水等による逃げ遅れをなくすための実施計画なのか、ちょっと分かりにくいので、例えば洪水なんかであれば、逃げ遅れ者をゼロに。「洪水による避難者がゼロを目指して」とか、もし少し定義をはっきりしていただかないと、このままいくと、この防災全体について、これでもって全てのことが解決できますよというような誤解が起きるんじゃないかと思いますので、よろしくお願いします。


